
 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                               

 

 

 

  

５月２１日（火）、那須塩原市西那須野公民館にて「令和元年度那須地区地域連携教員研修兼地域

教育コーディネーター養成研修」を開催しました。例年より１か月も早い開催にも関わらず、大変

多くの方々に参加いただきました。 

始めに、栃木県教育委員会事務局生涯学習課 吉田 正道 課長補佐より、「本県における地域教育

コーディネーターの普及啓発について」の説明がありました。本地区では、各市町の計画を基に地

域教育コーディネーター（地域学校協働活動推進員）の設置が進められていますが、改めて地域教

育コーディネーターとの連携の大切さや設置効果について、理解を深めることができました。 
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昨年に引き続き、研修後半は各市町教育委員会の協力で市町別研修
を行いました。年度始めに、地域連携教員と地域教育コーディネータ
ー等が顔を合わせ、情報を共有する貴重な研修になっています。 
また、県立校の先生方による情報交換の時間では、日頃の取組等に

ついて話し合うことができました。 

次に「高等学校における地域との連携について～ものづくりを通した実践から～」の演題で、栃

木県立真岡工業高等学校 主幹教諭 石下 英和 様に事例発表をしていただきました。工業高校の特

色を十分に生かした活動は、地域（地域住民、行政、民間企業等）と協働することでより充実し、

まさに「地域とともにある学校づくり」がなされている取組でした。特に、生徒が学んだことを実

践している地域貢献活動は、とても参考になる事例でした。 

参加者からも、「ものづくりと地域貢献活動がマッチしていて、と 

てもすばらしい実践だった。」「地域との協働の意義を改めて感じる 

ことができた。」「中学校でも真似できるところがあったので、取り 

入れていきたい。」など、今後の活動に前向きな感想が寄せられまし 

た。 

今回の事例発表から、自校では何ができるか、子供たちにとって 

必要な活動は何かなど、地域連携活動を考える視点の一つとして参 

考になれば幸いです。 

ったのでは。 

市町別研修の様子 

情報交換（県立校） 

 
・他校の様子が分かり、勉強になりました。 

・地域コーディネーターさんからの要望が聞けて良かった。 

・今後に向けた課題が見えてきたようで、共有して解決できたらと

思った。 

 

「社会教育士」って何？ 

「社会教育士」には、社会教育主事講習等の学習成果を生かし、ＮＰＯや企業等の多様な主体

と連携・協働して、社会教育施設における活動に限らず、環境や福祉、まちづくり等の多様な分

野における学習活動の支援を通じて、人づくりや地域づくりの役割が期待されます。 

令和２年度から社会教育主事講習の受講修了者、又は大学の養成課程で必要な単位を習得する

と、「社会教育士」の称号使用が認められます。 

なお、これまで講習を修了した者が「社会教育士」を称するためには、新たに設置される２科

目*４単位の取得が必要になります。        （*生涯学習支援論２単位、社会教育経営論２単位） 
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